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１． 防府市防災教育プログラムについて  

 

（1）防府市で防災教育に取り組み始めた背景 

山口県では，2009年7月21日，防府市北部で最大時間

雨量70.5mmを記録する大雨により土石流が発生し，特

別養護老人ホームの逃げ遅れた高齢者ら19名が命を落

とす土砂災害が起こった．19日から22日までの総雨量

は実に549mmを記録した(1)． 

研究対象の防府市は，5年前に大きな災害被害を受

けたにもかかわらず，2011年4月時点での自主防災組

織結成率が55.8%と低い水準にとどまっており，早急

に自主防災の組織体制を構築することが課題であった． 

（2）2011年度からの取り組み経緯 

 上記の課題をふまえ，2011年度より防府市防災危機

管理課と徳山工業高等専門学校の目山直樹ら（以下，

徳山高専）が共同で取り組む「防災教育プログラム」

の実践状況とその効果について検討してきた(2)． 

 2011年度より，目山が提案する防災教育プログラム

（図-1参照）を防府市内の地域に適用し，学校（児童・

生徒）・家庭（PTA）・地域（自治会）を対象に防災教

育（防災授業・講演会）を実施し，受講後の意識の変

化をアンケート調査で把握してきた1),2),3)． 

 

図-1 防災教育プログラム（2013 年度以降） 

 

 また，徳山高専では2010年度より，山口県教育庁と

連携し，防災出前授業に取り組んでおり，毎年10校程 

度の小・中学校で防災教育を行い，ノウハウの蓄積と

ツールの開発を手掛けてきた4)． 

 2011年度に右田，2012年度に新田・中関・向島，2013

年度に勝間・牟礼・西浦の各地域で実施してきた1),2),3),5),6)．

2014年度は華浦・大道の2地域を対象にプログラムを実

践した． 

（3）防災教育プログラムの定義と実施・評価方法 

ここで提案する「防災教育プログラム」とは，学校

の児童・生徒，家庭（PTA），地域社会（自治会など）

の 3 つの主体に対して防災教育を行い，防災意識の変

化を探る仕組みである． 

防災出前授業では直前に事前アンケートを，授業直

後に直後アンケートを，概ね 1 週間後に事後アンケー

トを実施して防災意識の変化を確認した．防災講演会

では 1 枚もののアンケート用紙の片面ずつに事前・事

後アンケートを印刷し，講演会受講前後でアンケート

に回答させる方法をとった． 

とくに，防災出前授業では児童・生徒及び教職員へ

のアンケート調査を行い，指摘事項をふまえた改良を

加えることに活用している． 

 本稿では，2014 年度の実施状況を概説するとともに，

結果から得られた特徴の整理，主体間の差異，地域間

の差異について考察する． 

 

２．防災教育プログラムの実施概要（2014 年度）  

2014年度の実施概要を表-1に示す．  

表-1 2014 年度の実施概要 

地域名 対象 実施日
受講
人数

華浦小学校5年生 2014年5月27日 81
華浦小学校PTA授業参観 2014年5月27日 33
大道小学校6年生 2014年7月12日 77
大道小学校PTA
（参観者）

2014年7月12日 37

大道小学校PTA講演会 2014年7月12日 58

華浦

大道
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３．小学校での防災意識の状況把握と実施後の変化  

（1）家族で避難場所を決める 

児童・生徒に対するアンケート結果から，防災授業

以前に家族で避難場所を決めていた者は，華浦48.1%，

大道49.4%で，事前段階で半数近くが，避難場所を決め

ていると答えた． 

1週間後に行った事後アンケートでは，家族で避難場

所を話し合う宿題を実施した者は，華浦77.5%，大道

60.0%であった． 

事前事後の変化に着目すると，華浦で変化が大きく

教育効果が高いといえる．一方，大道では7％程度の伸

びで，教育効果としてはやや低調といえる． 

（2）ハザードマップをさがす 

防災授業以前にハザードマップを見たことがある者

は，華浦11.1%，大道14.3%と，いずれの小学校でも低

い水準にとどまっている． 

1週間後に行った事後アンケートでは，ハザードマッ

プをさがした者は，華浦31.3%，大道38.7%であった． 

事前事後の変化に着目すると，いずれも伸びとして

全体の2割程度が新たに探しており，教育効果が高いと

いえる． 

 

４．地域住民の防災意識と小学生の意識との差異 

（1）PTAの防災意識の変化の特徴 

PTAをみると，事前に避難場所を決めている者は，華

浦で54.3%，大道では47.4%であった． 

受講後に避難場所を決めると回答した者は，華浦で

100％，大道で92.6%であった．なお，今回の2つの地域

では，個別の自治会講演会を持たなかった． 

華浦では，小学校での防災授業に親子教室として参

加する形態をとり，大道では，防災授業への参観とそ

の後のPTA講演会を持ち，地域住民もこれに参加する形

態をとった． 

参加者は華浦が33名，大道が95名であった． 

PTAを通じた家庭・地域へのアプローチを充実させる

必要があるため，華浦での例のように，防災授業も親

子で受けるプログラムなどに改善していく必要がある． 

 

（2）小学生とPTAとの防災意識の差異 

華浦地域に着目すると，事前に家族の避難場所を決

めている者が，小学生48.1％，PTA54.3%と高い． 

大道地域では，小学生49.4%，PTAで47.4%と，親子

で逆転した結果となっている． 

受講後，家族で避難場所を決めることには，華浦小

で77.5%が実施し，同PTAで100％の実施意向を示して

おり，効果が高いといえる． 

 

５．防災意識の高い集団の特徴  

①親と子の関係 

華浦，大道の両地域で，児童，PTA がともに，事前

に家族で避難場所を決めている者の割合が概ね半数を

占め，地域全体として防災意識が高かった．華浦では

授業参観の形をとったことも影響して，児童の宿題実

施率が 8 割弱と高い． 

②避難場所を決めるのとハザードマップの活用の関係 

 どのPTAも，受講後9割超が家族で避難場所を決め，

8 割超がハザードマップを活用したいと回答した． 
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注記 

(1) 山口新聞記事：2009 年 7 月 22 日 
(2) 防府市防災危機管理課と徳山高専との共同事業は，2011

年度に徳山高専の受託研究として，2012 年度以降は共同

研究として実施している． 
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